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兵庫県医師会副会長

鈴木克司

よろしくお願いします

新型コロナウイルス感染症蔓延のため、今年度は

県医師会代議員会こそ少人数で開催できたものの、

女性医師の会総会は開催できませんでしたいずれ

も事業計画に女性医師再就業支援が掲げられていま

すが、実績をあげることは容易ではありません男

女共同参画フォーラム開催や相談窓口設置でいろい

ろな情報が提供できる体制を整えておりますが、女

性の就業率におけるM字力ーブの底辺を回復させる

べき年齢層の皆様が無事現場に復帰いただける環境

整備も大きな課題と考えます

女性医師再就業支援のための研修に対しては従来

から県費助成も準備されておりますが、あまり活用

されていないのが現実です。県医師会としては、こ

れを活用してめでたく現場復帰される方が一人でも

多く出ることを目指したいと思いますこのサービ

スの存在を是非ご認識いただきたいと思います

6月21日より兵庫県医師会

副会長に就任いたしました鈴

木克司です。男女共同参画推

進委員会の担当は初めてです

が、扣当の相馬葉子理事・橋

本彰則常任理事・小野一広理

事・阪上雅史理事と力を合わ

せて男女共同参画事業推進に

取り組みたいと思いますので

令和2年9月発行

イボス大賞

兵庫県医師会では、男女とも仕事と生活の両立

を達成できるよう、部下のワークライフバランス

とキャリアの継続に配慮し、良好な職場環境の構

築に貢献している上司、管理職をイクボスと呼

び、第3回イクボス大賞を表彰しましたただ、

今回はCOVΦ・19感染拡大防止の観点から女性医師

の会総会の場で表彰させて頂くことが出来なかっ

たことをお詫び申し上げます

☆第3回イクボス大賞

三栄会ツカザキ病院眼科主任部長田淵仁志先生

<選考理由>

女性医師の多い科の主任部長として、育児中の

医師も含め専門外来の担当や博士号の取得などの

専門性の確立と学術性の高いキャリア形成を経験

させ、勤務医の満足度を高めるとともにその意識

レベルを高次元の社会貢献レベルまで到達させる

努力をされている

<受賞の言葉>

このたび、兵庫県医師会イクボス大賞2020の受

賞に、大変感謝しております病院で働くスタッ

フの多くは女性です。当院に赴任した17年前当時

から、夜間救急、を支える女性看護師さん達の献身

的な働きが急性期病院である当院を支える大きな

柱のーつだと感じてきました私自身は眼科部門

の責任者として、 1日の来院患者さんが10名に満

たない状態から年間手術件数8,000件を超える規模

に拡大してきた実績を根拠に、比較的自由に運営

をさせていただいておりますワークライフバラ

ンスを守るべき基本原則とするかどうかについて

はまだまだ難しいのが業界の

現実ですが、一方では、医療

であれ他の業界であれ、メン

バーのモチベーションがチー 、

ムの成功と失敗を決定づける

というマネジメントの鉄則がー

あります。当院の夜間救急看

護師さんのように、女性が影
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女性師厶入会案内

名称は「女性医師の会」ですが、男性医師の入

会も歓迎致します女性医師が働きゃすい環境と

は男性医師にとっても働きゃすい環境でなくては

なりません。一緒に考えていきませんか入会を

希望される方は入会申込書を県医師会ホームペー

ジに掲載していますので、必要事項をご記入の上

F A X (078-231-8111)またはメール(W・entry@
hyogo.med.or.jp)でご送信下さい

★女性医師の会の年会費は無料です★
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の主役であるのが病院運営ですグッドワーク・

グッドライフを合言葉にこれからもチームを発展

させていきたいと思、います

☆第3回イクボス特別奨励賞

兵庫医科大学眼科学准教授木村亜紀子先生

<選考理由>

育児を行いながら臨床・研究・キャリアの形成と

継続を実践されているだけでなく、自身の研究室を

緊急時の保育室として医局員に開放するなど、女性

医師を支援する職場環境整備にも尽力され、キャリ

ア形成に悩む女性医師の標となっておられる

<受賞の言葉>

2020年イクボス特別奨励賞の受賞、誠に有難う

ございます推薦してくださった眼科学教室の五

味文教授、阪上雅史病院長に心から厚くお礼申し

上げます私のような留学経験もない、子育ての

ブランクもある女医が、ずっと大学で仕事を続け

てきた、ということが評価されたものと受け止め

ました私は大学院で結婚、出産、娘が3歳の時

に本格的に臨床復帰しましたが、現在では、若い

女医さんたちは、もっと普通に私よりもずっと

早く産後、臨床復帰しているのに驚きますそれ

は、男性医師の意識の変化も大きく、子供の授業

参観に参加したり、子供のお迎えを当たり前のよ

うにされているのに感心します私の所属する眼

科学教室は教授も医局長も女

性であり、ずっと尽力されて

きた成果の表れと感じていま

す今回の賞は、眼科学教室
一

が頂いたもので、私が代表で
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頂きましたことに深く感謝し

つつ、これからも精進したい

と考えております誠に有難うございました

は相談事業以外には使用せず、個人情報保護は厳

守させて頂きますホームページに案内と申込用紙

を掲載していますので、お気軽にご相談下さい

●相談受付

電 話:078-231-4114月曜日と火曜日

午前9:00~12:00

078-231-8111 随時受付FAX

josei・ishi@hyogo.med.orJP 随時受付Eイ'r旧il

談 要予約面

兵庫県医師会男女共同参画推進委員会

大江与喜子大石麻利子大内佐智子宮地千尋

宮本由紀子木村智子林崎緑小林成美

上月清司奥窪明子後藤倫子岡田祥敬

山本房子奥田真珠美

離・退職中の医師の再就業支援

雜・退職されている医師で、復職を老えている

がその前に再研修されたい方は、研修終了後は県

内の医療機関に勤務して頂くことを条件に、 60~

80時間の病院研修を無料で受けて頂けます

講演会等での託児サー'ス

県医師会・郡市区医師会が主催の講演会等で

は、託児ルームの場所代やシッターの委託料を日

本医師会に全額補助して頂けます開催者は託児

希望の有無をご確認の上、県医師会または郡市区

医師会に申請して下さい育児中の医師が充分に

研修を継続できるよう、ご協力宜しくお願い致し

ます

ベビーシッター費用の一部負担

子どもの急な発熱や時間外勤務でべビーシッター

を利用された際は、その費用を一部負担致します

条件等詳しくは県医師会にお問合せ下さい

鈴木

相馬

克司

葉子

〒651-8555

神戸市中央区磯上通6-1-11 兵庫県医師会内

電話 078-231-4114 FAX 078-231-8111

橋本

病院二問

担当役員

彰則小野 一広阪上雅史

女性医師支援口

研修医・勤務医が多数おられる病院を訪問し、

情報提供と研修医・勤務医の現状把握・意見の収

集に努めています。現在はC0ⅥD・19感染拡大防止

の観点から訪問を中止していますが、可能になれ

ぱ再開を考えていますので、ご協力をお願い致し

ます

出産・育児・介護・復職喧云職・再研修・勤務環

境・その他悩み事をお持ちでしたら、県医師会の

先輩医師がご相談にのりますご相談内容の情報
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